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A：単振り子T=2なは
B：ばね振り子た2ただ
↑
これらの式で変化を追跡する

.

（1) A:l半分→TはE'伝の
- _ -

B：ばねの長さ半分→Kが2倍になる→Tは「で
半分になった後のばね定数をkとする。

差毇 で 合成ば
ね定数K'は

で⇒
し ！=K+K （参考

なすす
'V・一
TT ､ ､ ､ ､ で
でが､ 1
（2) A:mを2倍 ⇒関係なし⇒1位。
B:mを2倍⇒Tはた）

（3）振幅Aを½倍⇒どちらも関係なし⇒どちらも1億、



んな続き

4 8/トイト
観でいはかー

しけのは動
2mg⇒見かけの動加速度
9'=29-T-TI_s.ss.ee/_A:g
が2倍→Tはだたい
B=gが2倍→関係しない→1倍、

（5 （慣性

がで"→にの｡
と

E mg
⇒みかけの動加速度g'=Eg

A:gがた倍→Tはしだいて
- _ - 、

Bigがは倍→関係ない→1億、、



して続き

一 、1 /貝しのす
けの動mg

sin300

= ± m g
見がけの動加速度

g'=IgA:gが半分→たは）
B:gが半分→関係ない→ 1


